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GSC：（一財）次世代環境船舶開発センター

　2030年～：ゼロエミ船／トランジッション船建造需要増加　　　日本受注のためには　　　商品競争力強化

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コスト競争力強化

研究課題相関図

GHG削減対策 デメリット 解決策の案 課題 備考

省エネ技術導入 コストダウン

ライフサイクル・コスパ評価

低速化

輸送量減

隻数増

船型肥大化

コスト増

SES活用法の確立 SES ＝ソリューション評価システム
（OPEX/CAPEX、CO2排

出量、等評価、経済性評価）

実海域推進/操船性能悪化 更なる省エネ技術の開発

運航最適化技術の開発

燃料転換

燃料タンク→大/重 船尾肥大化

DWT減少

燃料代増

機器構成の複雑化

操作上の危険性増大

１軸複数舵

安全対策(自動化/無人化/等）

標準化/パッケージ化

省エネ技術（例）

（既）省エネ付加物、風力推進、
ウェザールーティング、等
→既標準適用/計画→要差別化

（未）１軸複数舵、超肥大船型、CRP
→未標準適用→更なる差別化

運航最適化技術

・ 運航最適化シミレーション
・ 実海域での船上総合最適制御

（主機＋風力推進＋操舵＋他）

安全対策（自動化/無人化/等）

標準化/パッケージ化 （造舶連携）

（造舶/船技協連携）

建造/改造コスト増

新規コンセプト

低速肥大船

の開発

評価

標準適用

燃焼効率向上等 燃焼効率向上等

・ 要調査/検討

コスト増

新規（差別化）コンセプト船の開発

スマートファクトリーの実現


